


 

 ④条例改正の検討等 

オンライン会議システム  市執行部で導入した V-CUBE を活用 

条例等の改正文の検討  大阪府議会、群馬県議会条例を参照 

 

⑤令和 2 年 12 月 委員会条例、会議規則の改正案を可決、公布 

⑥令和 3 年 1 月  議会運営委員会において運用に関する申合せ 

             事項を確認 

⑦令和 3 年 2 月  議会全員協議会にて委員長が全議員に周知 

 

  オンライン委員会のデモを実施 

 

(3)条例等の規定内容について 

①委員会条例 

 会議の特例(第 15 条) 

  Ⅰ 委員長は、重大な感染症のまん延防止措置が必要と認めるとき 

   又は大規模な災害等により委員会の招集場所への招集が困難と 

   判断される実情があるときは、オンラインを活用した会議を開くこと

ができる。 

  Ⅱ 委員は、オンラインによる出席を希望するときは、あらかじめ委

員長の許可を得なければならない 

Ⅲ 委員長の許可を得た委員は、出席とみなす。 

  (第 16 条(定足数)、第 17 条(表決)関係) 

Ⅳ オンラインを活用した会議の開催方法その他必要な事項は、

議長が別に定める。 

 

②会議規則 

 不在委員(第 131 条) 

   表決の際会議室にいない委員は、表決に加わることができない。 

  ただし、委員長の許可を得たときは、表決に加わることができる。 

 

 投票による表決(第 133 条) 

   オンライン会議を除く。 

 

(4)申合せ事項 

  オンライン会議を円滑に運用するために、議員がオンラインによる

出席する場合の理由他いくつかの申合せ事項を設けている 

                               2 



 

 Q1.議員個人のオンラインでの出席を希望する場合の理由として 

  コロナや大規模災害以外の理由、ケガ等の場合を認めるか 

 

A. 原則新型コロナ等感染症対策と大規模災害に限定している 

 

Q2.傍聴者への対応は？ 

 

A. 議長役の委員長または代行者は会議室での参加になるため、傍

聴者は通常と同じ会議室にてモニター等を見ながらの傍聴となる。 

 

Q3.新型コロナに感染した場合はオンライン出席になるのか？ 

   

A. 原則療養を優先してもらい委員会等は欠席して頂く。 

視察・研修総括 

(今後の取組み等) 

非常事態に備えオンライン会議による委員会開催を条例化されている

のは議会 BCP の観点からも素晴らしい取り組みであると思います。 

運用的にはまだ未実施とのことだが、今後新型コロナウイルス感染拡

大による第 6 波が発生した場合有効に機能すると思われます。 

守谷市議会では全員協議会をオンライン会議で数回開催しており実

運用上で先行している部分もありますが、今後非常時に常任委員会等

をオンライン会議により開催できるよう準備しておく必要性を感じまし

た。 

 

市役所での研修終了後、中川議長のご提案により急遽福島ロボットテ

ストフィールドを見学させて頂くことができました。 

主にドローンのテスト環境を整えた施設で、煙突、トンネル、陸橋、浸

水した住宅等のモデルが点在していた。 

当日は廿日市市の消防署の方がドローンの操作の研修をされていると

ころに出くわした。市内で宿泊しながら研修するパターンが多いとのこ

と。 

テストフィールドは海沿いで東日本大震災時は津波により大きな被害

を受けたところで、周囲には何もないところだった。 

この場所に国がロボットテストフィールドを設立したのも福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮ

ﾝ・ｺｰｽﾄ構想という福島復興のための国家プロジェクトの一環とのこと

でした。 
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